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0797－ 57－ 9060 宝塚第一小学校区まちづくり協議会 

市内２０のまちづくり協議会では、第４次宝
塚市総合計画（平成１３年度）で策定された

「まちづくり計画」に沿って、住民自らの手

で、それぞれの地域課題を設定してまちづく
りを進めてきました。 

平成３０年度に地区まちづくり計画を再度策
定することになり、第一小学校区においても
見直しに着手しました。 

皆様もご意見をお寄せください。 

ご協力をよろしくお願いします。 

 

目 標  「住民が住み続けたいまちづくり」 

３つの柱 １．次世代をはぐくむ（将来の担い手を育成） 
     ２．地域をつなぐ（お互いさまがあふれるまち） 
     ３．思いをはこぶ（安全・安心のまち） 

 



 

● 校 区 合 同 防災 訓 練 

１１月 25 日（土）一小の体育館、校庭、視聴覚室を活用し、

第 9 回となる校区合同防災訓練を開催しました。 

救急救命、土嚢積み、防災グッズ作りなど 15 の防災プログラムを 

実施。自治会、諸団体、中学生も指導役としてご協力いただき、700 人の

参加者が防災に役立つ実技と知識を学びました。 

また今回の訓練では、宝塚ろうあ協会、手話コミ会の方もスタッフ

としてブースを担当、防災時に必要な手話を教えていただきました。 

参加者からは、「日常の訓練を一緒にすることで、災害時にも耳の

不自由な方や障がいを持つ方の存在を意識することが実感できた」

との感想をいただきました。 

 

● ずっといっしょもちつき大会 

２月１４日（水）一小でもちつき大会を開催しました。 

阪神淡路大震災の後、まちを元気にしようと始まったもちつき

大会は、学校、育友会と地域が、６年生の卒業を祝う行事とし

て大切に受け継いできました。 

薪をくべてもち米をセイロで蒸し、臼と杵でもちをついて丸め 

る行程を６年生が交代で体験しました。来客の接待も子ども達の担当です。児童、育友会、

まち協はじめ地域からの参加者６００人が、つきたてのおもちに舌鼓を打ち、最後に子ども 

達から６年間のお礼の気持ちを込めて歌が披露されま

した。澄んだ歌声と温かな拍手は、美味しいおもちの

味とともにみんなの心にずっと残ることでしょう。 

 

● 児童防災訓練 

１月２６日(金)一小４年生を対象に毎年行う防

災訓練を開催しました。 

２時間の授業の中で「心肺蘇生」「非常持ち出し

袋づくり」「毛布で担架」の各訓練を全員が体験

しました。みんなとても真剣で、熱心に取り組ん

でいました。 

 

安 全 部 会 

土嚢積み訓練 

防災ｱﾄﾗｸｼｮﾝ 
手話講座 



● 初春の寄せ植え講習会 

１２月１４日（木）一小宝梅ハウスを会場

に恒例の寄せ植え講習会を開催しました。 

３０名の参加者が

初春にふさわしい華

やかな寄せ植えを楽

しみました。 

作品は玄関先に飾

るなど、まちを美し

くする活動の一環 

としてご協力 

いただいて 

います。 

● 子育て支援の取り組み 

子育て広場 

毎月 原則第１金曜日に一小育成会室で開

催。就園前の子どもを育てているママさんた

ちの交流の場です。みんなで遊んだりおしゃ

べりして楽しんでいます。 

こあら 

毎月第３木曜日に宝梅ハウスにて開催。 

会費は１００円。お茶とお菓子でほっこりで

きるママさんの憩いの場となっています。  

  

  

● 手 話 落 語 会 

10 月 28 日（土）一小体育館で「手話落語

会」を開催、台風接近の中、約100人が集ま

りました。この催しは宝塚市の「手話言語条例」

制定を受け、障がいの有無に関係なく落語を地

域で楽しんでもらおうと企画したものです。 

参加者全員で「手のひらを太陽に」を手話で

歌い、第１部では宝塚ろうあ協会の橋本会長や

当事者から「音が聞こえない生活の不便さ」等

思いを語っていただきました。 

手話落語家 宇宙亭 きららさんは、手話を難

しく考えず、自分のできる範囲で気楽に学び続

けることが大事と話され、落語「貧乏神」を手

話で熱演。 

第２部では上方落語の重鎮 桂 福團治さん

が、40年前に手話落語を創設した経緯を紹介

されると会場は温かい拍手で包まれました。 

独特の話芸で 人情噺「藪入り」を披露し、

会場を魅了しました。 

● 地域福祉ネットワーク会議 

平「足元を見直そう～ 

一小校区にも“あるある”こんな相談～」 

１月 28 日(日)一小視聴覚室にて 29 年度

の地域福祉ネットワーク会議を開催しました。 

講師に「せいかつ応援センター」の常岡所長

をお迎えし、市地域福祉課、地域包括、社協

のせいかつ支援コーディネーターと地区センター

にも関わっていただき、４０代から８０代

までがそれぞれの立場で、事例《70代夫婦

と４０代息子の家庭》をもとにグループワ

ーク。老後・介護・生計・いきがい・就職・

社会参加…等々、地域の現状の再認識の機

会となりました。また、身近な相談機関とし

て、まだ少々認知度の低い？「せいかつ応援

センター(市役所Ｇ階)」に大きな期待が寄せ

られました。 

 

地域交流部会 

環 境 部 会 

福 祉 部 会 子 育 て 部 会 

どちらも 

１０時～ 



総 会 案 内  
５月13日（日）１０時から一小視聴覚室におい

て、まち協定期総会を開催します。 

校区にお住まいの方はどなたでも傍聴できます。  

宝梅ハウス 利用料金表 

集

会

室 

利
用
時
間
帯 

Ａ 9 時～12時 
利用時間帯は 

ご相談に応じます 
Ｂ 13 時～16 時 

Ｃ 17 時～20 時 

１ 階  

（８～１０名） 
５００円 利用月により 

冷暖房費１００円を

加算させていただ

きます 
２ 階 

（２４～４０名） 
１，０００円 

印

刷

機 

マ ス タ ー （原 紙） １００円 /１枚 

片 面 

（白 紙） 

Ａ ４ ・ Ｂ ４  ３円 /１枚 

Ａ ３ ５円 /１枚 

両 面 

（白 紙） 

Ａ ４ ・ Ｂ ４ ４円 /１枚 

Ａ ３ ６円 /１枚 

コ
ピ

ー

機 

白 

黒 

片
面 

Ｂ５ ・Ｂ４ ・Ａ４ ５円 /１枚 

Ａ ３ １０円 /１枚 

両
面 

Ｂ５ ・Ｂ４ ・Ａ４ １０円 /１枚 

Ａ ３ ２０円 /１枚 

カ

ラ
ー 

片
面 

Ｂ５ ・Ｂ４ ・Ａ４ ３０円 /１枚 

Ａ ３ ５０円 /１枚 

両
面 

Ｂ５ ・Ｂ４ ・Ａ４ ６０円 /１枚 

Ａ ３ １００円 /１枚 

ラ ミ ネ ー ト 加 工 
Ａ ４ １５円 /１枚 

Ａ ３ ２５円 /１枚 

いろいろなサークルや教室に利用されています。 

詳細は宝梅ハウスにお問い合わせください。 

TEL＆FAX：０７９７-５７-９０６０ 

(月～土１０:００～１２:００担当者在室) 

運用委員さんが表彰されました 

宝梅ハウスの運用委員会が、地域福祉活動功労団体

として11月に表彰されました。 

 

地域情報 もちつき大会盛況！ 

１２月 ２日 中州公園 ２５０人 

１２月 ９日 武庫山ふれあい広場 ２５０人 

１２月１２日 中州の家 ５０人 

 １月２７日 野上の家 ８０人 

校区内のあちこちで賑やかにおもちつきが行わ

れました。おもちを丸めたり、家族揃ってつきた

てのおもちをいただいたりして楽しい１日を過ご

しました。 

 

編集後記  今年の冬は寒かったですね。 

雪国の人たちの苦労が偲ばれます。 

４月から新年度を迎えますが、新しい気持ちでご

一緒にまちづくりをしていきましょう。（冨樫 記） 

中州公園 

 野上の家 

お し ら せ 

地域情報 HUG体験 

紅葉ガ丘自治会では、1月 13日（土）甲子園

大学セミナー室で、防災学習会を実施しました。 

校区防災リーダー 山本 敏晴氏を講師に迎え、

一小に避難所が開設された設定で、さまざまな状

況を予想し、避難所を机上で作り上げる訓練を 

〔 H（避難所）U（運営）G（ゲーム）〕形式で

行いました。 

 

＊防災学習会を検討

中の自治会向けに

HUG等防災関連の

出張指導もしてい

ただけます。 

運用委員のみなさん  

いつも宝梅ハウスを

守ってくださって 

ありがとうございま

す。 


